
令和７年度 岡山学芸館清秀中学校 Ｃ日程 適性検査問題（適性Ⅰ）解答解説 
清秀 Ｃ日程 適性Ⅰ 解答解説① 

 

課題１ 
【正 解】(1) ① 26  ② ア、イ、ウ、エ、オ、カ  ③ 4 

(2) ク 11  ケ 3  コ 8 
(3) ④ 11  ⑤ 12  ⑥ 6 
(4) 4(点) 

(説明) 問題Ⅱの配点が 6 点のときより平均点が低いので、合計点も低い。 
20 点満点は変わらないから、正解者の多い問題Ⅱの配点が 6 点より低く、 
問題Ⅲの配点が 8 点より高いとわかる。 
問題Ⅱを 5 点、問題Ⅲを 9 点としたときの平均点は、(6×17＋5×18＋9×15)÷30＝10.9(点) 
問題Ⅱを 4 点、問題Ⅲを 10 点としたときの平均点は、(6×17＋4×18＋10×15)÷30＝10.8(点) 
したがって、問題Ⅱの配点は 4 点である。 

 

【解 説】 

(1) ① (17＋18＋15)－(8＋9＋7)＝26(人) 
② [2]…問題Ⅰを正解した人があてはまるのは、ア、エ、カ、キのいずれか、 

[3]…問題Ⅱを正解した人があてはまるのは、イ、エ、オ、キのいずれか、 
[4]…問題Ⅲを正解した人があてはまるのは、ウ、オ、カ、キのいずれか、 
[5]…問題Ⅰと問題Ⅱを正解した人があてはまるのは、エとキのどちらか、 
[6]…問題Ⅱと問題Ⅲを正解した人があてはまるのは、オとキのどちらか、 
[7]…問題Ⅰと問題Ⅲを正解した人があてはまるのは、カとキのどちらかである。 
よって、[2]～[4]の人数の合計から[5]～[7]の人数の合計をひくと、 
(ア、エ、カ、キ、イ、エ、オ、キ、ウ、オ、カ、キ)－(エ、キ、オ、キ、カ、キ)より、 
ア、イ、ウ、エ、オ、カにあてはまる人の人数の合計が求められる。 

③ 全体の人数が 30 人で、キ以外にあてはまる人の人数の合計が 26 人だから、キにあてはまる人の人数は、 
30－26＝4(人) 

(2) [5]より、エとキにあてはまる人の人数の合計が 8 人だから、エにあてはまる人の人数は、8－4＝4(人) 
[6]より、オとキにあてはまる人の人数の合計が 9 人だから、オにあてはまる人の人数は、9－4＝5(人) 
[7]より、カとキにあてはまる人の人数の合計が 7 人だから、カにあてはまる人の人数は、7－4＝3(人) 
[2]より、ア、エ、カ、キにあてはまる人の人数の合計が 17 人だから、 
アにあてはまる人の人数は、17－(4＋3＋4)＝6(人) 
[3]より、イ、エ、オ、キにあてはまる人の人数の合計が 18 人だから、 
イにあてはまる人の人数は、18－(4＋5＋4)＝5(人) 
[4]より、ウ、オ、カ、キにあてはまる人の人数の合計が 15 人だから、 
ウにあてはまる人の人数は、15－(5＋3＋4)＝3(人) 
また、得点はアとイにあてはまる人が 6 点、ウにあてはまる人が 8 点、 
エにあてはまる人が、6＋6＝12(点)、オとカにあてはまる人が、 
6＋8＝14(点)、キにあてはまる人が、満点の 20 点である。 
ア～キのそれぞれにあてはまる人の得点と人数をまとめると、 
右の図のようになる。 
6 点の人は、6＋5＝11(人)、14 点の人は、5＋3＝8(人)だから、 
クは 11、ケは 3、コは 8 があてはまる。 

(3) ④ 問題Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを正解した人がそれぞれ 17 人、18 人、15 人なので、30 人の得点の合計は、 
6×(17＋18)＋8×15＝330(点) よって、平均点は、330÷30＝11(点) 

⑤ 中央値はデータを大きさの順に並べたときのちょうど真ん中の値
あたい

で、データが偶
ぐう

数
すう

個のときは真ん中の 2 つ 
の値の平均になる。解答した人数が 30 人なので、30÷2＝15 より、中央値は得点が低い方から 15 番目と 16 番

目の得点の平均になる。得点が 8 点以下の人数は、11＋3＝14(人)で、得点が 12 点以下の人数は、14＋4＝18(人)
だから、得点が低い方から 15 番目と 16 番目はどちらも 12 点である。よって、中央値は、12 点である。 

⑥ 最
さい

頻
ひん

値
ち

はデータの値の中で最も多く現れる値だから、6 点である。 

(4) 問題Ⅰ、Ⅱがそれぞれ 6 点、問題Ⅲが 8 点のときの平均点が 11 点で、満点の 20 点と問題Ⅰの 6 点はそのままで

問題Ⅱ、Ⅲの配点を変えたときの平均点が 10.8 点に下がるので、得点の合計も満点の 20 点と問題Ⅰの 6 点はそのま

まで問題Ⅱ、Ⅲの配点を変えたときの方が低くなる。問題Ⅱを正解した人が 18 人、問題Ⅲを正解した人が 15 人だか

ら、正解者数が多い問題Ⅱの配点を 6 点より低くし、問題Ⅲの配点を 8 点より高くすると、得点の合計は低くなる。 
問題Ⅱ、Ⅲの配点をそれぞれ、6－1＝5(点)、8＋1＝9(点)とすると、 
平均点は、(6×17＋5×18＋9×15)÷30＝10.9(点) 
問題Ⅱ、Ⅲの配点をそれぞれ、6－2＝4(点)、8＋2＝10(点)とすると、 
平均点は、(6×17＋4×18＋10×15)÷30＝10.8(点) 
よって、問題Ⅱの配点は 4 点である。 

 

課題２ 
【正 解】(1) ① 6.28  ② 18.84  ③ 12.56  ④ 50.24 

(2) ⑤ 339.12  ⑥ 150.72  ⑦ 188.4 
(3) 上底にあたる部分の長さは、12×2×3.14÷3＝25.12(cm) 
下底にあたる部分の長さは、18×2×3.14÷3＝37.68(cm) 
高さにあたる部分の長さは、18－12＝6(cm) 
よって、面積は、(25.12＋37.68)×6÷2＝188.4(cm2) 

(4) 2
27  

 
【解 説】 

(1) ① 6×2×3.14÷6＝6.28(cm) 
② 6.28×6÷2＝18.84(cm2) 
③ 底辺にあたる部分の長さは、8×2×3.14÷4＝12.56(cm) 
④ 12.56×8÷2＝50.24(cm2) 

(2) ⑤ 半径 18cm の円を 3 等分したおうぎ形の面積は、18×18×3.14÷3＝339.12(cm2) 
⑥ 半径 12cm の円を 3 等分したおうぎ形の面積は、12×12×3.14÷3＝150.72(cm2) 
⑦ 339.12－150.72＝188.4(cm2) 

(3) 上底にあたる部分は、半径 12cm の円を 3 等分したおうぎ形の曲線だから、 
その長さは、12×2×3.14÷3＝25.12(cm) 
下底にあたる部分は、半径 18cm の円を 3 等分したおうぎ形の曲線だから、 
その長さは、18×2×3.14÷3＝37.68(cm) 
高さは、大きいおうぎ形のもとの円の半径から小さいおうぎ形のもとの円の半径をひいた長さだから、18－12＝6(cm) 
台形の面積は、(上底＋下底)×高さ÷2 で求められるから、(25.12＋37.68)×6÷2＝188.4(cm2) 

(4) △＝0.074074074…として、1000 倍すると、△×1000＝74.074074074… 
△×1000 から△をひくと、△×999＝74 

よって、△＝
74
999  

約分できるかどうか調べる。74＝2×37 だから、999 を 37 でわってみると、999÷37＝27 

したがって、74 も 999 も 37 でわり切れて、
74
999 ＝ 2

27  

   △×1000＝74.074074074… 
－ △ ＝ 0.074074074… 
   △×999 ＝74 



 
清秀 Ｃ日程 適性Ⅰ 解答解説② 

 

課題３ 
【正 解】(1) 水と砂を同じ温度にするため。 

(2) 水より砂の方があたたまりやすい 
(3) 右図 
(4) ① イ  ② ア 
(5) 海より陸の方が冷めやすい。 

 
【解 説】 

(1) 表より、日光を当てる前の水と砂の温度が同じ 28.0℃となっていることから、【実験】の１で、水や砂を入れた容

器ａ、ｂを水そうの中に入れて日光が当たらない場所にしばらく置いたのは、水と砂を同じ温度にして、日光を当て

た場合の温度変化を正確に調べるためと考えられる。 
(2) 日光を当て始めて 15 分後の水と砂の温度は、水より砂の方が高かったことから、水より砂の方があたたまりやす

いといえる。 
(3) 水より砂の方があたたまりやすく、あたためられた空気は上へ動くので、砂(容器ｂ)の上の空気が砂にあたためら

れて上へ移動し、上にあった空気は水(容器ａ)に向かって下の方へ動く。 
(4) 【実験】の結果より、海より陸の方があたたまりやすいので、正午ごろには(3)での線香のけむりの動きのように、

陸上の空気は上の方へ動き、低いところでは海から陸へ向かって風がふく(Ｙ)。パラソルの先を風がふいてくる向き

にかたむけて立てるとたおれにくいので、ひでみさんはその反対のＰの向きにかたむけて立てていたと考えられる。 
(5) 正午ごろと夜で風がふく向きが逆になることから、夜には陸から海へ向かう風がふいていた。これより、気温が低

くなった夜には陸よりも海の方が温度が高くなっていることから、海より陸の方が冷めやすいことがわかる。 



 
課
題
１ 

【
出
題
の
意
図
と
対
策
】 

上う
え

田だ

紀の
り

行ゆ
き

氏
の
『
人
間
ら
し
さ 

文
明
、
宗
教
、
科
学
か
ら
考
え
る
』
か

ら
の
出
題
で
あ
る
。
出
題
し
た
文
章
は
、「
人
間
ら
し
さ
」
や
「
自
分
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
筆
者
の
体
験
を
通
し
て
述
べ
た
文
章
で
、
前
半
で
は
、
筆
者
が
学

生
時
代
、
単
調
な
生
活
の
繰く

り
返
し
が
原
因
で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
、
後
半
で
は
そ
の
状
態
か
ら
旅
に
よ
っ
て
精
神
状
態
を
顧

か
え
り

み

る
こ
と
が
で
き
た
様
子
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。
(1)
で
は
、
本
文
に
使
わ
れ

て
い
る
「
同
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ
の
知
識
を
答
え
る
。
(2)
で

は
、「
そ
う
い
う
人
」
と
は
ど
う
い
う
人
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
を
問
う
た
。

(3)
で
は
、
筆
者
が
精
神
的
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
字
数
内
で
説
明
す
る
力
を
問
う
た
。
(4)
で
は
、
イ
ン

ド
に
行
っ
た
筆
者
は
、
自
分
自
身
の
な
か
で
ど
う
い
っ
た
変
化
に
気
づ
い
た

の
か
を
説
明
す
る
力
、
(5)
で
は
、
筆
者
の
変へ

ん

貌ぼ
う

ぶ
り
が
同
級
生
に
は
ど
の
よ

う
に
見
え
た
の
か
を
説
明
す
る
力
を
試
し
た
。 

 

【
解 

答
】 

(1)
（
例
）
同
じ
あ
な
の
む
じ
な 

 
 

 
 

（
同
じ
か
ま
の
飯
を
く
う
な
ど
も
可
） 

(2)
（
例
）
毎
日
同
じ
生
活
の
な
か
で
も
ど
こ
か
違
和
感
を
持
つ
、
感
性
の
鋭

い
人
。 

(3)
（
例
）
長
い
間
せ
ま
い
環
境
で
生
活
し
、
単
調
な
往
復
運
動
を
七
年
間
繰

り
返
し
て
い
た
か
ら
。 

(4)
（
例
）
自
分
の
な
か
の
闘
争
的
な
部
分
が
引
き
出
さ
れ
、
本
当
の
自
分
が

芽
生
え
て
き
た
と
感
じ
た
。 

(5)
（
例
）
イ
ン
ド
へ
行
く
前
は
世
界
中
の
人
の
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

の
に
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
は
自
分
だ
け
幸
せ
に
な
れ
れ
ば

い
い
と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。 

 

【
解 

説
】 

(1) 

「
同
じ
あ
な
の
む
じ
は
」
は
、
ぱ
っ
と
見
た
ら
違ち

が

う
よ
う
に
見
え
る
が
、

結
局
は
同
類
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「
同
じ
か
ま
の
飯
を
く
う
」
は
、
他

人
が
同
じ
場
所
で
同
じ
も
の
を
食
べ
る
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仲
間

意
識
を
も
つ
こ
と
、
と
い
う
意
味
。 

(2) 

指
示
語
の
指
し
示
す
内
容
は
、
多
く
が
前
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
。

傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

の
直
前
に
「
感
性
の
鋭

す
る
ど

い
人
」
と
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
る
。
そ
し

て
そ
の
「
感
性
の
鋭
い
人
」
は
ど
の
よ
う
な
状

じ
ょ
う

況
き
ょ
う

で
違い

和わ

感か
ん

を
持
つ
の

か
を
と
ら
え
て
字
数
内
に
ま
と
め
る
。 

(3) 

筆
者
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
考
え
て
い
く
。
第

三
段
落
の
、
「
私
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
は
旅
行
な
ど
に
よ
っ
て
環か

ん

境
き
ょ
う

を

変
え
て
み
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
に
着
目
す
る
。
筆
者
は
そ
う
い
っ
た

タ
イ
プ
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
生
時
代
長
期
間
に
わ
た
り
、
狭せ

ま

い
範は

ん

囲い

の
移

動
だ
け
の
「
単
調
な
往
復
運
動
」
を
し
て
い
た
と
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
精

神
的
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
つ

か
ん
で
ま
と
め
て
い
く
と
よ
い
。 

(4) 

筆
者
が
イ
ン
ド
に
行
っ
た
あ
と
に
気
づ
い
た
変
化
を
読
み
取
る
。
「
闘と

う

争そ
う

的て
き

な
面
が
引
き
出
さ
れ
」
て
、「
自
分
の
な
か
に
本
当
の
自
分
が
芽
生
え

て
き
た
感
じ
が
し
」
た
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
が
イ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
で

感
じ
た
変
化
だ
と
い
え
る
。 

(5) 

傍
線
部
の
前
後
に
着
目
し
、
以
前
は
「
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
が
幸
せ

に
な
る
ま
で
、
ぼ
く
も
幸
せ
に
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
帰
国

後
友
だ
ち
か
ら
「
お
ま
え
だ
け
幸
せ
に
な
っ
て
い
い
の
か
よ
」
と
言
わ
れ

た
り
、「
悩な

や

ん
で
い
た
と
き
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
お
ま
え
ら
し
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
た
り
し
て
い
る
部
分
を
と
ら
え
て
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
感
じ

ら
れ
て
い
た
か
を
説
明
し
て
い
く
。 

      

 

課
題
２ 

【
出
題
の
意
図
と
対
策
】 

こ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
可
能
性
の
高
い
作
品
の
あ
ら
す
じ
か
ら
、
問
い
に
合

わ
せ
た
内
容
で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
く
。
作
文
の
条
件
を
読
み
取
る

力
、
読
み
手
の
こ
と
を
考
え
て
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
文
章
を
書
く
力
、
指

定
条
件
を
盛
り
こ
ん
で
字
数
内
に
ま
と
め
る
力
、
自
分
の
経
験
や
考
え
方
な

ど
を
総
合
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ど
を
み
る
。 

 

【
解 

答
】 

（
例
）
私
は
、
先
々
の
こ
と
を
考
え
て
過
ご
す
の
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
今
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
過
ご
す
と
、
後
々
困
る
こ
と
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
キ
リ
ギ
リ
ス
は
、
食
べ
物
が
な
く
な
る

冬
の
こ
と
を
考
え
ず
に
楽
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
た
め
に
困
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
も
実
際
、
宿
題
は
ま
と
め
て
日
曜
日
に
す
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
宿
題
を
終
わ
ら
せ
る
の
に
夜
中
ま
で
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
で
は
楽
ば
か
り
せ
ず
、
勉
強
は
毎
日

計
画
的
に
し
て
い
ま
す
。 

 

【
解 

説
】 

 

あ
ら
す
じ
を
ふ
ま
え
て
、
「
日
々
の
過
ご
し
方
」
に
つ
い
て
、
「
考
え
た
こ

と
」
を
ま
と
め
る
。 

 課
題
３ 

【
出
題
の
意
図
と
対
策
】 

北ほ
く

陸り
く

新
幹
線
の
延え

ん

伸し
ん

に
関
す
る
複
数
の
資
料
を
題
材
と
し
て
、
資
料
か
ら

読
み
取
っ
た
内
容
を
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
力
、
社
会
的
事
象
に
対
す
る
思

考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
を
み
る
。 

 

【
解 

答
】 

(1)
（
例
）
（
地
図
中
の
ア
か
ら
）
東
に
向
か
っ
て
約
２
０
０
ｍ
進
み
、
交
差

点
を
南
に
曲
が
っ
て
約
４
０
０
ｍ
進
む
と
右
手
に
保
健
所
が
見

え
る
の
で
、
そ
の
交
差
点
を
西
に
曲
が
っ
て
約
１
０
０
ｍ
進
む
と
、

保
健
所
の
と
な
り
に
目
的
地
の
図
書
館
が
あ
る
。 

(2)
資
料
１
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と 

（
例
）
観
光
客
数
は
２
０
１
５
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
増
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

の
流
行
で
一
時
減
っ
た
が
、
２
０
２
２
年
以い

降こ
う

ふ
た
た
び
増
え
て
い
る
。 

資
料
２
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と 

（
例
）
大
都
市
か
ら
の
交
通
が
便
利
に
な
っ
た
。 

資
料
１
と
資
料
２
か
ら
推
測

す
い
そ
く

で
き
る
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
の
影え

い

響
き
ょ
う 

（
例
）
大
都
市
か
ら
の
交
通
が
便
利
に
な
る
の
で
、
今
後
観
光
客
数
は

さ
ら
に
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

(3)
（
例
）
資
料
４
よ
り
、
福
井
市
の
観
光
都
市
と
し
て
の
整
備
は
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
福
井
市
の
観
光
地
や
観
光

バ
ス
な
ど
を
整
備
し
、
福
井
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
県
外
の
人
々
に

広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

【
解 

説
】 

(1) 

地
図
中
の
ア
の
地
点
か
ら
、
図
書
館
（ 

 

）
ま
で
の
コ
ー
ス
を
方
位

と
距き

ょ

離り

、
地
図
記
号
を
使
っ
て
説
明
す
る
。 

(2) 

資
料
１
と
資
料
２
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
推
測
す
る
。 

(3) 

資
料
３
や
資
料
４
よ
り
、
福
井
市
の
観
光
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
の
具

体
的
な
方
法
を
考
え
る
。 

令
和
七
年
度 

岡
山
学
芸
館
清
秀
中
学
校 

Ｃ
日
程 

適
性
検
査
問
題
（
適
性
Ⅱ
）
解
答
解
説 

清
秀 

Ｃ
日
程 

適
性
Ⅱ 

解
答
解
説 

 

 


